
今年度のご支援・ご協力に心より感謝申し上げます
校長 駒場 秀剛

本日 、令和 ６年度の 修了式 を終え ました 。

明 日 か ら は 、 進 級 を 控 え た 子 ど も た ち に と っ て 大 き な 意 味 を 持 つ 春 休 み が は じ ま り ま す 。 充

実した 春休み となりま すよう 、ご家 庭での ご指導 もよろ しくお 願いい たしま す。

以下 に、修 了式の校 長挨拶 を掲載 します 。

３ 月 １ ４ 日 、 本 校 の 卒 業 生 が 晴 れ 晴 れ と し た 笑 顔 で 巣 立 っ て い き ま し た 。 卒 業 生 と 在 校 生 の

思 い 、 先 生 方 や 保 護 者 、 ご 来 賓 の 方 々 の 思 い が 一 つ に な っ て 、 厳 （ お ご そ ） か な 中 に も 温 か み

のある 素晴ら しい卒業 式でし た。

式辞 の中で は、卒業生 の三年 間の成 長を讃 えまし た。同時に 、その時 壇上で 感じて いたの は、

背 筋 を し っ か り と 伸 ば し 、 顎 (あ ご )を 引 い て 真 っ 直 ぐ に 前 を 見 つ め る 一 、 二 年 生 の 皆 さ ん の 凛

々 (り り )し い 姿、成長 ぶりで した。

皆 さ ん も 、 今 年 度 こ れ ま で 、 本 当 に よ く 頑 張 り ま し た ね 。 こ の 一 年 間 の 成 長 の 大 き さ は 、 卒

業 生 に も 決 し て 劣 る も の で は あ り ま せ ん 。 自 分 で は 、 そ ん な に 感 じ て い な い か も し れ ま せ ん 。

で も 思 い 浮 か べ て く だ さ い 、 一 年 前 の 自 分 の 姿 を 。 授 業 に 、 部 活 動 に 、 学 校 行 事 に 、 力 を 尽 く

し て 頑 張 っ て き た こ の 一 年 間 で 、 心 身 共 に 一 回 り も 二 回 り も 大 き く な っ た こ と に 気 付 く こ と で

しょう 。

自 分 の 手 の ひ ら を だ ま っ て 見 つ め て み て く だ さ い 。 去 年 に は 無 か っ た し わ が 増 え て い ま す 。

そ れ は 、 い ろ い ろ な こ と に チ ャ レ ン ジ し て 頑 張 っ て き た こ と で つ い た 、 価 値 あ る し わ で す 。 見

えはし ません が、同じ ような しわは 皆さん の脳みそ にも沢 山増え ている はずで す 。 時に は悩み 、

時 に は 苦 し み な が ら 、 真 剣 に 学 び 考 え て き た そ の 努 力 の 成 果 が 脳 の し わ と な っ て 、 豊 か な 知 識

や 思 考 パ タ ー ン と し て 貯 め 込 ま れ 、 皆 さ ん の 確 か な 財 産 と な り 、 未 来 を 生 き 抜 く 力 と な っ て い

くので す。

健 や か に た く ま し く 育 っ て い く 生 徒 の 姿 を 実 感 で き る と き 、 そ れ が 私 た ち 教 職 員 に と っ て 何

よ り も 達 成 感 の あ る 嬉 し い 瞬 間 で す 。 私 た ち に 大 き な 喜 び を 与 え て く れ た 皆 さ ん の 頑 張 り を 讃

え、感 謝をし ます。あ りがと う。

そ ん な 皆 さ ん に 改 め て 求 め た い の は 「 誠 実 ・ 感 謝 」 と 「 凡 事 徹 底 」 を 大 切 に し て ほ し い と い

う こ と で す 。 人 に 真 心 を 持 っ て 接 し 、 誰 に で も 何 に で も 感 謝 で き る 人 は 、 苦 し い 状 況 に あ っ て

も 、 心 に 幸 せ の 火 を と も し て 生 き て い く こ と が で き ま す 。 誰 に で も で き る 当 た り 前 の こ と を 当

たり前 にやり 続ければ 、小さ くても 必ず成 果が上 がり、 目標に 近付い ていく のです 。

明日 からの 春休みも 、こ の二つ のことを 大切に して過 ごし 、また一 段と成 長した 姿で新 年度 、

新学期 を迎え てくれる ことを 願って います 。

最 後 に な り ま し た が 、 保 護 者 、 地 域 の 皆 様 方 や 教 育 委 員 会 を は じ め 関 係 機 関 の 皆 様 方 に は 、

今 年 度 も 本 校 教 育 活 動 に 対 し ま し て 多 大 な ご 支 援 と ご 協 力 を い た だ き ま し た 。 お 陰 様 で 充 実 し

た 教 育 活 動 が 進 め ら れ 、 子 ど も た ち が 様 々 な 場 面 で 大 い に 活 躍 し 成 長 し て く れ ま し た 。 厚 く お

礼を申 し上げ ます。あ りがと うござ いまし た。

ホームページはこちらから⇒

第13号 令和７年3月24日発行

「西陵中学校便り」

校 訓 「自立」「共生」「創造」

教育目標 自ら学び 人とつながり ともに未来を創る



３月１４日（金）、第７８回卒業式が行われ、ご来賓７名、保護者８５名
の皆様に祝福されながら３年生４７名が学び舎を巣立っていきました。
在校生代表の布川○○○さんは、「先輩と過ごした日々は、私たちにとっ

て唯一無二の宝物です。いつか先輩に追いつくことができるよう、先輩か
ら学んだことを糧に私たちも突き進んでいきます。」とこれまでの感謝と今
後の決意を述べました。
卒業生代表の齋藤○○さんは、「これから私たちは、自分で決めた道に自

らの力で進んでいかなければなりません。目の前にどんな困難が訪れよう
と、自分を信じ、前に向かって進んでいくことを、この場で誓いたいと思
います。」と新しいステージへ向かう意欲を述べていました。
ご来校いただいたご来賓や保護者からは、「卒業生も在校生も大変立派だ

った」、「卒業生の歌声の素晴らしさに感動し、涙が止まらなかった」など、
多くのお褒めの言葉をいただきました。
卒業生が本校での学びを糧に成長し、将来が輝き、幸多いものになるこ

とを職員一同願っています。

転出する職員

３月３１日をもちまして、本校から転出・退職す
る職員をお知らせします。

【教頭】
瀧口 博貴 小樽市教育委員会へ

【教諭】
平林 美帆 向陽中学校へ
【養護教諭】
青木 日香梨 期限付期間満了による退職
【事務職員】
元谷 誠司 望洋台中学校へ
【用務員】
近藤 一夫 桜小学校へ
光明 健一 退職（任期満了）

同窓会入会式・ＰＴＡ記念品贈呈式
３月１２日（水）、同窓会長 鈴木喜明様、ＰＴ

Ａ会長 下間朋己様のご臨席のもと、同窓会入会式

とＰＴＡ記念品贈呈式が行われました。同窓会から

は卒業証書ホルダーが、ＰＴＡからは印鑑が卒業生

に贈られました。同窓会

入会式では、１組 増井

○○さんが決意を述べ、

ＰＴＡ記念品贈呈式で

は、２組 桑原○○さん

が感謝の言葉を述べまし

た。

三年生を送る会
３月１１日（火）、卒業を迎える３年生との最後の

思い出づくりの場として、生徒会主催行事「３年生

を送る会」が開催されました。

生徒会は学校や先生方

に関わる４択クイズで場

を温め、１年生はジェス

チャーゲーム、２年生は

各学級代表が次年度の抱

負述べる選手権大会を催

し、場を大いに盛り上げ

ました。

３日後に卒業する３年

生は、在校生と大いに楽

しみ、最高の思い出を作

ることができました。

春休みの生活について
３月２５日（火）～４月６日（日）は春休みです。

短い休みですが、計画的に家庭学習に取り組み、生

活リズムを崩さないように気をつけてください。

外出時は交通事故や屋根からの落雪などに十分に

注意してください。

【始業式】

４月７日（月） ８：１５～８：３０登校

午後から入学式に参加します。給食がありま

すので、準備を忘れないようにしてください。

４月の保護者会について
次年度４月の授業参観・保護者会・ＰＴＡ総会は、

１９日（土）午前中に開催する予定です。

年度初めでお忙しい中とは存じますが、ぜひご参観

いただきますようよろしくお願いいたします。

なお、４月３０日（水）が、１９日（土）の振替休

日となります。

春休み中の学校への連絡について
春休み中は１７：００～翌８：００まで、転送電

話となります。部活動の欠席連絡はテトルを使用で

きますので、ご活用ください。


